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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

件

千円

中小企業融資制度「中小企業

振興資金（創業枠）」、「小規

模企業発展資金」及び「信州創

生推進資金」利用件数

延滞先からの回収額

（高度化資金・近代化資金）

1,235

6,402

1,182

3,858

1,447

7,622

↗

↗

融資可能額の増（約6％）に合わせて設定

※R5年度２月補正予算案のシートに記載したR4年度実績が見込値と

なっていたため修正しました（修正前：1,055、修正後：1,235）

R4年度実績見込みから設定
※R5年度２月補正予算案のシートに記載したR4年度実績が見込値となっていたた

め修正しました（修正前：5,738、修正後：6,402）

①

②

達成

達成

1,120

6,178

↗

↗

達成目標

（★印が付いているものは主要目標） 年 数値
単位

目標

年 数値年 数値

直近３か年の状況

年 数値

事　業　名 　中小企業金融対策事業費
部局 産業労働部 課・室 経営・創業支援課

実施期間 S28 ～

達成

状況
目標値設定理由

R5年度

実績 推移
単位

R3年度 R4年度
No. 指標名

実績 実績 推移

R5年度

目標値

成長産業の創出・振興

No.

2-1①

施策分野（施策の総合的展開名）

事業番号 07 02 03 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

・コロナ禍により増大した借入金の返済負担軽減と収益力改善に向けた前向きな資金への需要に応える必要がある。

・高度化資金及び設備近代化資金の収入未済については、貸付から長期間が経過し、効率的な債権回収が難しい状況となってい

る。

・中小企業者の信用度を補完し、事業に必要な資金の円滑な調達を促進する。

・高度化資金貸付金及び設備近代化資金貸付金を適切に管理する。

①中小企業融資制度資金により中小企業者の資金繰りを支援

pref.nagano.lg.jpkeieishien

・新型コロナウイルスの影響を受けた中小企業者の返済負担の軽減を図るため、信用保証付き融資全般が借り換えできる「経営健全

化支援資金（伴走支援型）」を令和５年度も継続

・新型コロナウイルス及び価格高騰等の影響による新規借入需要に対応するため、最優遇金利（0.8％）を適用している「経営健全

化支援資金（新型コロナウイルス対策）」を令和５年度も継続

・脱炭素社会への取組や前向きな設備投資等の社会の変化に伴う事業活動を支援するため、「信州創生推進資金」において金利の

引き下げや利子補給を実施

②高度化資金及び設備近代化資金における未収金縮減への取組

・引き続き、延滞債権回収業務をサービサーに委託し、主債務者や連帯保証人に対して返済額の増額交渉を行うとともに、財産調査

 等を行う。

E-mail

0 187,604,371 △ 20,004,190 167,600,181 972,827 167,512,166

11.5

R4年度 0 198,564,060 △ 23,772,255 174,791,805 225,616 174,458,006 11.5

R3年度 0 168,152,191 △ 5,962,744 162,189,447 133,341 162,160,377

11.5R5年度

区分

予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

03

R5年度推移 ↗ 達成状況 達成指標① 中⼩企業融資制度「中⼩企業振興資⾦（創業枠）」、「⼩
規模企業発展資⾦」及び「信州創⽣推進資⾦」利⽤件数 R4年度推移 ↗

事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 　中⼩企業⾦融対策事業費 部局

①中⼩企業融資制度資⾦により中⼩企業者の資⾦繰りを⽀援
・令和５年度実績は、件数8,614件、⾦額912億2,940万円、対前年⽐は件数で113.5％、⾦額で136.0％となった。
・価格⾼騰等の影響により収益が悪化した事業者の資⾦需要や、既往借⼊⾦からの借換等により件数、⾦額ともに増加。
・資⾦別にみると「経営健全化⽀援資⾦（新型コロナウイルス対策）」、「信州創⽣推進資⾦（事業展開・物流⾰新向け）」等の利
⽤の増加とともに「経営健全化⽀援資⾦（新型コロナ向け伴⾛⽀援型）」の利⽤が2,204件、約360億円となった。当資⾦は保証
付き融資全般からの借換が可能な資⾦であり、約82％が借換資⾦として利⽤され、事業者の返済負担軽減に繋がっている。

②⾼度化資⾦及び設備近代化資⾦における未収⾦縮減への取組

産業労働部 課・室 経営・創業⽀援課

・サービサーと連携し、状況把握の上で回収率が低下している先については未納分を含めた返済を⾏うよう集中的に交渉を実施。回収
が難しい債権については、慎重に調査を⾏い債権放棄に向けた準備を進めている。

事業番号 07 02

コロナ禍の収束を背景として、創業や事業展開に向けた資⾦需要の増加により利⽤件数が増加した。

指標②  延滞先からの回収額（⾼度化資⾦・近代化資⾦） R4年度推移 ↗ R5年度推移 ↗ 達成状況 達成
サービサーと連携して債務者との対話を重ね、延滞債権の回収に努めた結果、目標額を達成した。

(1) 上記７、８及び県⺠の意⾒等を踏まえた課題
・中⼩企業者等の資⾦需要に対応するため、⾦融機関や信⽤保証協会と連携し、経済状況、社会情勢等に応じた制度とする必要
がある。
・債務者に資⾦がなく回収が進まない案件もある。

(2) 事業改善の方策
・経済情勢や国の制度の動向等を注視するとともに、⾦融機関や信⽤保証協会等を通じて中⼩企業者等の実体把握に努め、効果
的な制度となるよう随時⾒直す。
・引き続きサービサーと連携し滞納⾦の縮減を図るとともに、回収が難しい案件については債権放棄も視野に⼊れて取組む。



貸付⾦管理システム保守委託
⾼度化資⾦貸付⾦の債権管理等に必要なシステムの保守委託費⽤

委託
システム保守委託1件

2 延滞債権回収業務委託
延滞債権回収業務委託

委託
サービサー1社

不動産競売
不動産の競売

直接
該当案件なし

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

細事業
No. 細事業名

3 ⼩規模企業者等設備導⼊資⾦貸付事務費

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 ⾼度化資⾦貸付
中小企業基盤整備機構への貸付（組合等への間接貸付）

貸付⾦

R3年度
決算額

R4年度
決算額

R5年度
決算額

77,281 48,559 86,740

千円 千円

3 ⾼度化資⾦繰出
一般会計への繰出

直接
計画償還（34,899千円）

1件

2 ⾼度化資⾦償還
中小企業基盤整備機構への償還

直接
計画償還（47,530千円）

No.

信⽤保証料補助⾦

利⼦補給補助⾦

実施方法

細事業
No. 細事業名

2 ⾼度化資⾦

補助⾦

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

2

1

細事業
No. 細事業名

中⼩企業融資制度資⾦

No.

1

部局 産業労働部 課・室 経営・創業支援課

令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

⾦融機関に過去の融資実⾏分及びR5新規融資分の貸付原資の一部を預託する
ことで、低利融資を実施

制度融資を扱う⻑野県内に本支店がある⾦融機関に1,641億円を預託

信⽤保証料の一部を補助することで、事業者負担を軽減

⻑野県信⽤保証協会に10億円補助（事業者負担を補填）

貸付⾦

補助⾦

R5年度
決算額

R4年度
決算額

3

1

3

事　業　名 　中⼩企業⾦融対策事業費

事業番号 07 02 03 細事業⼀覧（令和５年度実施事業分）

⾦融機関を通じて新型コロナウイルス感染症対応資⾦(ゼロゼロ融資)及び信州創
⽣推進資⾦(事業展開向け)の利⼦補給を実施することで事業者負担を軽減

制度融資取扱い⾦融機関に利⼦補給23億円（⾦融機関を通じた間接補助）

R3年度
決算額

167,418,877174,388,688162,077,347

千円千円千円
細事業を構成する主な取組

融資原資預託

千円

R3年度
決算額

R4年度
決算額

R5年度
決算額

5,373 20,403 5,995

千円 千円 千円



直接
計画償還（276千円）

⼩規模企業者等設備導⼊資⾦

2 設備近代化資⾦繰出
一般会計への繰出

直接
計画償還（278千円）

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 設備近代化資⾦償還
国への償還

細事業
No. 細事業名

No.

4

R3年度
決算額

R4年度
決算額

R5年度
決算額

376 356 554

千円 千円 千円


